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研究成果の概要（和文）：本研究では慢性腰痛及び頚部痛患者に対してトリガーポイント(TP)への徒手圧迫刺激が脳血
行動態、脳活動及び自律神経活動に及ぼす影響を近赤外分光法、脳波、心拍変動周波数解析により検討した。慢性頚部
痛に対してTP圧迫刺激は非TP圧迫と比較し有意に疼痛を軽減、前頭前野領域のOxy-Hb濃度及び交感神経活動を減少、副
交感神経活動を増加させた。また自律神経活動の変化は、前頭前野の脳血行動態及び主観的疼痛スコアと有意に相関し
た。慢性腰痛に対してTP圧迫は、休息期と比較し有意に前頭前野のOxy-Hb濃度を減少、α波帯域を増加、主に前頭葉、
頭頂葉、後頭葉領域の皮質間コヒーレンスを増大させることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：We investigated effects of compression at myofascial trigger point (TP) in patient
s with chronic neck and low back pain on cerebral hemodynamic responses, brain activity, and autonomic ner
vous activity using near infrared spectroscopy (NIRS), electroencephalogram (EEG) and hart rate variabilit
y analysis (HRV). Compression at TP in patients with chronic neck pain significantly improved subjective f
eeling of pain, decreased Oxy-Hb concentration in the prefrontal cortex, sympathetic nervous activity and 
increased parasympathetic nervous activity compared with compression at Non-TP. The changes in autonomic n
ervous activity were significantly correlated with changes in cerebral hemodynamic responses in the prefro
ntal cortex and subjective score of pain feeling. Furthermore, compression at TP in patients with chronic 
low back pain significantly increased alpha band EEG and cortical coherence among the frontal lobe, pariet
al lobe, and occipital lobe compared with rest. 
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１．研究開始当初の背景 

筋骨格系由来の慢性疼痛に対して徒手療

法は他の理学・物理療法と比較して有効性が

あることが報告されている。しかし、1)これ

まで徒手療法の鎮痛作用メカ二ズムは末梢

性及び脊髄レベルが関与する事が明らかに

されつつあるが、上位中枢を介するメカニズ

ムに関しては未だ明らかにされていない。2)

また徒手療法の刺激種類、刺激強度、刺激部

位、及び刺激時間を含め治療法自体が確立さ

れていない。 

近年の脳機能イメージング研究により慢

性疼痛は前頭前野や帯状回などの記憶や情

動に関連する部位の機能的、解剖学的変化を

起こすことが報告されている。痛みの慢性化

は、末梢局所の障害だけでなく、大脳の可塑

的変化も関与することが示唆される。 

筋骨格系由来の疼痛に対してこれら疼痛

の原因部位とされるトリガーポイント

(Trigger Point: TP)への徒手圧迫刺激は高

い治療効果が得られることが報告されてい

る。これまで健常成人を対象とした我々の先

行研究から 1)TP への徒手圧迫刺激により副

交感神経活動が増加した(Takamoto et al., 

2009)、2)TP への鍼刺激は、Non-TP と比較し

有意に特異的感覚を誘発した。また特異的感

覚が誘発されると、前頭前野と補足運動野の

活動が抑制されることが明らかとなった

(Takamoto et al., 2010). 3) 慢性頚部痛患

者に対する温熱シート貼付は、疼痛を軽減し、

前頭前野の活動抑制、交感神経活動の抑制、

副交感神経活動の亢進をもたらし、さらにこ

れら脳血行動態と自律神経活動の有意な相

関 関 係 が 明 ら か と な っ た (Yasui and 

Takamoto et al., 2010)。従って、これら物

理療法は手法が異なるが、共通の上位中枢神

経系を介して鎮痛作用を及ぼすことが示唆

された。以上から刺激入力部位として TP へ

の物理刺激は、慢性疼痛に関与する大脳、特

に下行性抑制系のトップダウン機構である

前頭前野を介して鎮痛作用を誘発するとと

もに、自律神経系も副交感神経系を優位にす

ることにより、慢性疼痛発症に重要な役割を

果たしている痛みの悪循環を遮断するとい

う仮説をたてた。 

 

２．研究の目的 

本研究は慢性疼痛に対する徒手療法の中

枢神経系鎮痛作用メカニズムを明らかにす

ることを目的とした。本研究では、特に徒手

アプローチの刺激入力部位の違いに着目し、

慢性筋骨格系疼痛患者に対して TP への徒手

圧迫刺激が脳活動及び自律神経活動に及ぼ

す影響を近赤外分光法 (Near Infrared 

Spectroscopy: NIRS)、脳波及び心拍変動周

波数解析により検討した。また心理的かつ主

観的な自覚症状及び神経生理学的変化(中枢

神経及び自律神経活動)のデータを比較・解

析することにより、徒手療法の上位中枢神経

（大脳）性鎮痛作用機序を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

1)慢性頚部痛患者を TP 圧迫群、Non-TP 圧迫

群にランダムに割付けした。各刺激部位への

圧迫時の脳血行動動態及び自律神経活動を

NIRS 及び心拍変動周波数解析により検討し

た。また刺激前後の患者の主観的疼痛変化を

Visual Analog Scale (VAS)により評価した。 

2)慢性腰痛患者を対象に TP及び Non-TP 圧迫

刺激中の脳血行動態及び脳活動を NIRS 及び



EEG の同時測定により検討した。 

 

４．研究成果 

1)慢性頚部痛患者に対する TP 圧迫刺激は、

Non-TP 圧迫と比較して有意に治療後主観的

疼痛を改善し、刺激中の前頭前野の Oxy-Hb

濃度及び交感神経活動を減少、副交感神経活

動を亢進させることが明らかとなった。また

圧迫刺激による自律神経活動の変化と自覚

所見及び脳血行動態変化との間には有意な

相関関係が認められた。 

2)慢性腰痛患者に対する TP 圧迫刺激は、頚

部痛患者と同様に前頭前野の Oxy-Hb 濃度を

休息と比較し有意に減少させることが明ら

かとなった。また脳波測定からTP圧迫中は、

前頭前野領域のα波が休息期と比較し増加

することが明らかとなった。さらに脳波コヒ

ーレンスを用いた刺激中の脳部位間のネッ

トワークを検討した。TP 圧迫中はα帯域にお

いて主に前頭前葉、頭頂葉、後頭葉領域の皮

質間コヒーレンスが休息期と比較し増大す

ることが明らかとなった。また Non-TP 圧迫

では休息期と比較し前頭前野の脳血行動態

及び脳活動に変化は認められなかった。 

以上、これらの結果から慢性疼痛に対して TP

への徒手圧迫刺激は前頭前野を介し交感神

経活動の抑制、副交感神経活動を亢進するこ

とにより鎮痛効果をもたらすと示唆した。 
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